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令
和
元
年
度
関
東
甲
信
越
医
師

会
連
合
会
定
例
大
会
が
、
９
月
28

日
（
土
）
に
群
馬
県
高
崎
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
都

医
師
会
か
ら
は
尾
﨑
会
長
以
下
、

猪
口
、
⻆
田
、
平
川
各
副
会
長
、

落
合
、
蓮
沼
、
天
木
、
新
井
、
土

谷
、
弘
瀨
、
佐
々
木
各
理
事
、
赤

上
、
椿
両
監
事
、
市
川
代
議
員
会

副
議
長
が
参
加
し
た
。
来
賓
に
は

日
本
医
師
会
か
ら
横
倉
義
武
会

長
、
今
村
聡
副
会
長
、
石
川
広
己
、

道
永
麻
里
、
羽
鳥
裕
、
長
島
公
之

各
常
任
理
事
、
ま
た
、
羽
生
田
俊

参
議
院
議
員
、
自
見
英
子
参
議
院

議
員
が
招
か
れ
た
。

大
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事

業
報
告
と
し
て
、
当
番
の
神
奈
川

県
医
師
会
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
部

会
、
救
急
災
害
部
会
に

関
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
続
い
て
令
和
元
年

度
の
事
業
報
告
と
し

て
、
当
番
の
群
馬
県
医

師
会
か
ら
医
師
会
共
同

利
用
施
設
分
科
会
、
医

療
保
険
部
会
、
介
護
保

険
部
会
に
関
す
る
報
告

が
な
さ
れ
た
。

次
に
以
下
の
８
項
目
お
よ
び
付

帯
決
議
が
大
会
の
決
議
と
し
て
採

択
さ
れ
た
。

決
　
議

①
医
療
・
介
護
分
野
で
の
人
材
不

足
を
考
慮
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
な

が
ら
人
員
配
置
な
ど
の
施
設
基
準

を
見
直
す
こ
と

②
医
療
現
場
で
の
働
き
方
改
革
で

は
、
医
師
の
身
体
的
か
つ
精
神
的

な
健
康
確
保
を
最
優
先
と
し
、
地

域
医
療
の
崩
壊
を
招
か
ぬ
よ
う
国

民
の
理
解
を
得
て
必
要
な
施
策
を

行
う
と
と
も
に
財
源
を
確
保
す
る

こ
と

③
専
門
医
制
度
の
運
用
に
お
い
て

は
、
良
質
な
医
師
の
育
成
と
と

も
に
医
師
偏
在
の
解
消
を
目
指

す
こ
と

④
社
会
資
本
で
あ
る
医

療
機
関
の
事
業
承
継
に

つ
い
て
は
、
一
般
中
小

企
業
並
の
税
制
優
遇
措

置
を
講
じ
る
こ
と

⑤
高
額
医
薬
品
の
保
険

適
用
に
つ
い
て
は
、
保

険
財
政
の
破
綻
を
来
た

さ
な
い
よ
う
新
た
な
施

策
を
検
討
す
る
こ
と

⑥
消
費
税
10
％
上
昇
に
伴
う
診
療

報
酬
改
定
に
関
し
て
は
、
精
緻
な

検
証
を
行
う
と
と
も
に
控
除
対
象

外
消
費
税
の
抜
本
的
な
改
革
を
目

指
す
こ
と

⑦
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
医
療
・
介
護
確

保
の
た
め
に
地
域
の
実
状
に
あ
っ

た
使
途
が
可
能
と
な
る
弾
力
的
な

制
度
と
す
る
こ
と

⑧
身
近
で
地
域
医
療
を
守
る
有
床

診
療
所
を
守
る
た
め
、
診
療
報
酬

の
増
額
、
施
設
整
備
等
に
つ
い
て

支
援
す
る
こ
と

付
帯
決
議

関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合
会

は
、
医
療
の
重
要
性
が
増
す
状
況

に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
開
催
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
、
今
以
上
に
結
束

を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨

今
の
日
本
が
抱
え
る
医
療
・
介
護

等
の
諸
問
題
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
に
、
関
東
甲
信
越
医
師
会
連

合
会
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
研
鑽

と
討
議
を
重
ね
、
日
本
医
師
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
意
見
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

最
後
に
、
山
田
耕
介
前
橋
育
英

高
等
学
校
校
長
に
よ
る
特
別
講
演

「
開
け
！
未
来
の
扉
を
」
が
行
わ

れ
、
閉
会
し
た
。

挨拶をする横倉日本医師会長 挨拶をする須藤群馬県医師会長

令和元年度 関東甲信越医師会連合会定例大会
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、日
医
と
連
携
し

意
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を
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し
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議
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介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
以
下
特
養
）
に

入
所
す
る
方
々
の
健
康
管
理
は
、

多
く
の
場
合
、
医
療
機
関
に
所
属

す
る
非
常
勤
医
師
（
配
置
医
師
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
昭
和
38
年
に
制
定
さ
れ
た
老

人
福
祉
法
下
の
老
人
ホ
ー
ム
が
出

発
点
で
あ
っ
た
た
め
、
施
設
は
医

療
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
医
療
が
必
要
な
場
合
は
医
療

機
関
に
、と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。

近
年
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
高

齢
者
の
高
齢
化
、
単
身
お
よ
び
二

人
暮
ら
し
世
帯
や
認
知
症
人
口
の

増
加
、
と
い
っ
た
わ
が
国
の
社
会

的
背
景
に
伴
い
、
特
養
が
要
介
護

３
以
上
の
重
度
者
の
終
の
棲
家
と

し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

り
、
施
設
で
の
医
療
ニ
ー
ズ
が
増

大
し
て
い
る
。
事
前
意
思
決
定
の

支
援
を
推
進
す
る
中
で
、
終
末
期

へ
の
思
い
は
多
様
化
し
、
そ
れ
に

対
応
で
き
る
医
療
が
特
養
に
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

看
取
り
を
含
め
良
質
な
医
療
と

緩
和
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
る
施
設

も
あ
る
一
方
で
、
病
状
悪
化
時
は

救
急
搬
送
、
と
い
う
選
択
肢
し
か

な
い
状
況
も
あ
り
、
こ
れ
で
は
特

養
が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
近
年
、
施
設
に

入
所
・
入
居
す
る
高
齢
者
の
救
急

搬
送
数
が
急
増
し
て
い
る
が
、
24

時
間
の
医
療
提
供
体
制
が
整
わ
な

い
状
況
下
で
は
当
然
の
経
緯
で
あ

り
、
施
設
の
医
療
提
供
体
制
に
大

き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。

厚
労
省
に
よ
る
平
成
28
年
の
全

国
調
査
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
実
態
・
役
割
に
関
す
る
調
査

研
究
）
に
よ
る
と
、
約
半
数
の
特

養
で
は
24
時
間
の
医
療
提
供
は
困

難
で
あ
り
、
医
療
と
の
連
携
不
足

を
感
じ
て
い
る
介
護
職
員
も
多

か
っ
た
。
施
設
で
の
看
取
り
を
確

実
に
行
え
、
か
つ
軽
度
の
疾
患
治

療
を
施
設
で
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
入
所
者
一
人
ひ

と
り
を
理
解
し
て
い
る
主
治
医

が
必
要
で
あ
り
、
緊
急
時
の
電

話
等
連
絡
体
制
の
確
保
が
必
須

で
あ
る
。

入
所
者
数
の
多
い
特
養
で
終
の

棲
家
と
し
て
の
役
割
を
一
人
の
非

常
勤
医
師
で
支
え
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
、
複
数
の
医
療
機
関
が

連
携
体
制
の
も
と
に
取
り
組
み
、

地
域
の
医
療
事
情
に
詳
し
い
地
区

医
師
会
が
仲
介
の
労
を
と
る
の
が

効
率
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
入
所
者
20
人
程
度
に
対
し

一
人
の
医
師
が
主
治
医
と
な
り
、

同
施
設
に
関
与
す
る
数
人
の
医
師

が
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て

24
時
間
体
制
が
確
保
で
き
る
。
主

治
医
制
に
す
る
こ
と
で
、
電
話
対

応
に
よ
る
施
設
と
の
連
携
も
容
易

に
な
る
し
、
多
剤
服
用
に
対
す

る
処
方
内
容
の
調
整
も
進
む
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
診
察
に
対
し

て
の
診
療
報
酬
も
確
保
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
診
療
自
体
を
保
険
医

療
と
す
る
こ
と
で
、
施
設
側
は
高

額
な
人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。外
付
け
医
療
で
あ
れ
ば
、

医
師
と
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
の
情
報

共
有
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、

施
設
の
看
護
体
制
を
必
ず
し
も
増

員
す
る
必
要
は
な
い
。

医
療
費
の
増
大
や
不
適
切
な
運

営
の
出
現
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
い

つ
ま
で
も
据
え
置
き
に
し
て
済
む

問
題
で
は
な
い
と
思
う
。
早
急
な

改
革
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
い
ず
れ
は
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
果

た
し
た
エ
ー
デ
ル
改
革
の
よ
う

に
、
介
護
施
設
の
統
合
が
必
要
に

な
る
と
思
う
。�

（
西
田
伸
一
）

近
年
、わ
が
国
の
社
会
的
背
景
に
伴
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
終
の

棲
家
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。増
大
す
る
施
設
で
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、そ
の
医
療
提
供
体
制
に
大
き
な
変
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

特
養
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
の
現
状
と
課
題

地区医師会長
連絡協議会報告

令和元年10月18日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
品
川
区
内
の
企
業
で
発
生

し
た
麻
し
ん
報
告
例
に
つ
い
て

品
川
区
内
の
企
業
に
お
い
て
麻

し
ん
患
者
が
発
生
し
た
た
め
、
社

員
が
都
内
医
療
機
関
で
抗
体
検
査

を
受
け
て
い
る
。
今
後
も
医
療
機

関
に
問
い
合
わ
せ
や
受
診
を
す
る

附
属
第
三
病
院
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
午
後
３
時
か
ら
開
催
す
る
の

で
、
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）
平
成
31
年
度
第
７
回
母
子

保
健
研
修
の
開
催
に
つ
い
て

東
京
都
で
は
、
乳
幼
児
健
診
や

日
頃
の
診
察
に
関
わ
る
都
内
母
子

保
健
医
療
従
事
者
や
乳
幼
児
健
診

を
受
託
し
て
い
る
都
内
医
療
機
関

関
係
者
等
を
対
象
に
、
子
ど
も
が

か
か
り
や
す
い
感
染
症
と
予
防
接

種
の
基
本
的
な
知
識
や
予
防
法
の

最
新
の
知
見
を
学
ぶ
た
め
、
標
記

研
修
会
を
12
月
10
日
（
火
）
午
後

１
時
半
か
ら
都
民
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
。
会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い

す
る
。

（
５
）
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催

時
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て

（
６
）「
在
宅
看
取
り
に
関
す
る
医

療
機
関
間
連
携
の
諸
問
題
に
関
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
当
該

企
業
の
対
応
や
「
医
学
的
観
点
か

ら
の
予
防
」を
参
考
と
す
る
よ
う
、

会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
２
）
ワ
ク
チ
ン
納
入
状
況
報
告

シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
の

運
用
開
始
に
つ
い
て

日
本
医
師
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
ワ
ク
チ
ン
不
足
・
偏
在
状
況

の
共
有
を
図
り
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
納
入
状
況
報
告

シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
の

運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
医
療
機
関
か
ら
直
接
入
力

が
可
能
な
の
で
、
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

（
３
）「
ぜ
ん
息
患
者
最
新
治
療
講

演
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

標
記
講
演
会
を
10
月
19
日（
土
）

に
東
京
都
医
師
会
館
、
11
月
16
日

（
土
）
に
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施
に

つ
い
て

都
内
の
全
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
を
対
象

に
在
宅
看
取
り
を
す
る
際
の
医
療

機
関
間
の
連
携
の
実
態
、
看
取
り

を
連
携
す
る
際
の
解
釈
等
に
つ
い

て
意
見
を
把
握
す
る
た
め
標
記
調

査
を
実
施
す
る
の
で
、
協
力
を
お

願
い
す
る
。

（
７
）
令
和
元
年
度
東
京
都
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
「
在
宅
療
養

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
参
加
者

の
推
薦
に
つ
い
て

本
年
度
も
、
東
京
都
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
の
も
と
に
在
宅
療

養
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
構
想
区
域
（
二
次
保
健
医
療

圏
）
ご
と
に
在
宅
療
養
に
つ
い
て

議
論
、
意
見
交
換
を
行
う
の
で
、

参
加
者
の
推
薦
を
お
願
い
す
る
。

（
８
）
令
和
元
年
度
東
京
都
在
宅

療
養
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都
民

に
と
っ
て
の
『
人
生
会
議
』
を
ど

う
考
え
る
か
～
本
人
の
意
思
決
定

の
た
め
に
～
」
の
開
催
に
つ
い
て

各
現
場
で
の
実
際
の
事
例
を
通

じ
て
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
よ
り

理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
医
療
介
護
の
多
職
種
や
都
民

を
対
象
と
し
た
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
、
11
月
30
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い

て
開
催
す
る
。
会
員
へ
の
周
知
を

お
願
い
す
る
。

（
９
）「
日
常
診
療
に
お
け
る
身
体

科
・
精
神
科
連
携
ガ
イ
ド
」
の
送

付
お
よ
び
協
力
依
頼
に
つ
い
て

東
京
都
で
は
、
身
体
科
医
療
機

関
か
ら
精
神
科
医
療
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
方
の
具
体
的
連
携
事
例
を
通

じ
て
地
域
連
携
を
進
め
る
た
め
に

標
記
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
の
で
、

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
第
22
回
浅
草
医
学
会
」
の
開

催
に
つ
い
て�

（
浅
草
医
師
会
）

②
「
第
２
回
た
い
と
う
地
域
包
括

ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
に
つ

い
て�

（
下
谷
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
第
13
回
江
東
区
医
師
会
医
学

会
」
に
つ
い
て
（
江
東
区
医
師
会
）

②
江
東
区
・
墨
田
区
特
定
健
康
診

査
の
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

�

（
墨
田
区
医
師
会
）

③
地
域
の
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周

辺
で
の
開
院
の
問
題
点
に
つ
い
て

�

（
墨
田
区
医
師
会
）

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
認
知
症
予
防
の
た
め
の
聴
覚

検
診
」
Ｏ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ�

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ�

29
（
３
）
掲
載
に
つ
い

て�

（
西
東
京
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）「
高
齢
期
の
き
こ
え
の
支
援

を
考
え
る
」
意
見
交
換
会
に
つ

い
て

（
２
）
東
京
都
医
師
会
主
催
「
キ
ッ

ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ
ン
ド
」
の
ポ
ス

タ
ー
お
よ
び
チ
ラ
シ
配
布
方
依
頼

に
つ
い
て

本
年
度
は
「
楽
し
ん
で
学
べ
る

健
康
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
標
記
イ
ベ

ン
ト
を
11
月
24
日
（
日
）
に
東
京

都
医
師
会
館
に
お
い
て
開
催
す

る
。
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
を
作
成

し
た
の
で
、
会
員
へ
の
周
知
お
よ

び
配
布
を
お
願
い
す
る
。

（
３
）
東
京
都
医
師
会
主
催 

第
21

回
「
日
本
医
師
会 

指
導
医
の
た

め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に

つ
い
て

本
年
度
は
、
１
月
18
日
（
土
）、

19
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

標
記
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
東
京
都

医
師
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
。

会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。「キッズホスピタルランド」ポスター

月曜から金曜 あさ6時15分頃から
ニッポン放送

『モーニングライフアップ　
　　今日の早起きドクター』

放送中!

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93.0MHz）朝の番組「飯
田浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、
東京都医師会が協力して生活に役立つ健康情報をお届けし
ています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャスト
から聴くことができます。
■番組ホームページ
　http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
　https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor



3 令和元年11月15日 都 医 ニュース  ［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］　第645号

９
月
20
日
（
金
）
に
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
、「
オ
リ
パ
ラ

東
京
大
会
に
向
け
て
の
ワ
ク
チ
ン

対
策
緊
急
会
議
」
と
称
し
て
、
東

京
内
科
医
会
・
東
京
小
児
科
医

会
合
同
学
術
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。

マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
お
け
る

感
染
症
の
予
防
は
喫
緊
の
課
題
と

い
え
る
。
そ
こ
で
中
野
貴
司
川
崎

医
科
大
学
小
児
科
学
教
授
が
演
者

と
し
て
招
か
れ
、「
国
際
イ
ベ
ン

ト
が
続
く
日
本
、
今
後
懸
念
さ
れ

る
海
外
か
ら
の
様
々
な
感
染
症
に

つ
い
て
～
髄
膜
炎
菌
感
染
症
、
麻

し
ん
、
風
し
ん
等
～
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
初

日
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
０
０
人
近

い
医
療
関
係
者
の
参
加
と
１
３
０

人
を
超
え
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
に
よ
る

視
聴
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
た
。
講
演
に
先
立
ち
、

来
賓
と
し
て
⻆
田
徹
副
会
長
お
よ

び
安
藤
高
夫
衆
議
院
議
員
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
に
お
け
る
感
染
症
ま
ん
延

の
危
険
性
が
紹
介
さ
れ
た
。
マ
ス

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
感
染

症
の
ま
ん
延
が
容
易
に
予
想
さ
れ

る
が
、
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
疾
患
Ｖ
Ｐ
Ｄ
（Vaccine�

Preventable�Diseases

）
は
ワ
ク

チ
ン
で
防
ぐ
の
が
感
染
防
御
の
原

則
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
環
境
下
で

最
も
注
意
が
必
要
な
疾
患
と
し

て
、
過
去
の
事
例
を
も
と
に
麻
し

ん
、
風
し
ん
、
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌

感
染
症
が
挙
げ
ら
れ
た
。
特
に
空

気
感
染
を
す
る
麻
し
ん
は
極
め
て

感
染
力
が
強
く
、
ま
た
侵
襲
性
髄

膜
炎
菌
感
染
症
は
病
状
の
進
行
が

早
い
た
め
、
重
篤
化
が
問
題
と
な

る
。
し
か
し
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症
は
い
ず

れ
も
Ｖ
Ｐ
Ｄ
で
あ
り
、
適
切
な
ワ

ク
チ
ン
対
策
で
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
が
感
染
症
の

ま
ん
延
に
よ
り
危
機

的
状
況
に
陥
ら
な
い

た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
感
染
症
の
予

防
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
た
。

本
講
演
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
１

年
後
に
控
え
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン

グ
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
立
て

る
う
え
で
、
医
療
関
係
者
に
と
っ

て
極
め
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

た
。
東
京
都
医
師
会
も
、
今
後
、

感
染
症
発
生
時
の
図
上
訓
練
の
実

施
な
ど
も
計
画
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

第
１
期
、第
２
期
に
引
き
続
き
、

９
月
14
日
（
土
）
に
東
京
都
医
師

会
館
で
第
３
期（
２
０
１
９
年
度
）

東
京
在
宅
医
療
塾
の
第
１
回
「
在

宅
医
療
は
じ
め
の
一
歩
」
が
、
各

地
区
医
師
会
か
ら
の
受
講
者
48
名

が
参
加
し
開
講
し
た
。

冒
頭
、
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
尾

㟢
治
夫
会
長
は
「
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
な
く
、
高
齢
化
が
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
の
が
東
京
の
特

徴
。
今
後
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

や
認
知
症
患
者
が
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
、
在
宅
医
療
は
地
域
包
括

ケ
ア
の
中
で
キ
ー
と
な
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た
。
東
京
都
医
師
会

で
は
、
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
、

強
化
に
資
す
る
た
め
に
２
０
１
７

年
度
か
ら
東
京
在
宅
医
療
塾
を
開

催
し
て
い
る
。
尾
㟢
会
長
は
「
東

京
在
宅
医
療
塾
の
テ
キ
ス
ト
、
講

義
風
景
を
記
録
し
た
動
画
は
、
第

１
期
・
第
２
期
を
含
め
す
べ
て
東

京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
地
区

医
師
会
で
大
い
に
活
用
し
、
在
宅

医
療
へ
の
取
り
組
み
を
東
京
全

体
に
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

期
待
を
込
め
て
挨
拶
を
締
め
く

く
っ
た
。

受
講
者
の
記
念
写
真
撮
影
後
、

平
川
博
之
副
会
長
の
司
会
で
、
望

月
諭
氏
（
日
野
の
ぞ
み
ク
リ
ニ
ッ

ク�

理
事
長
）
に
よ
る
「
あ
す
訪

問
に
で
か
け
よ
う
」、
続
い
て
荒

木
庸
輔
氏
（
株
式
会
社
メ
デ
ィ

ヴ
ァ�

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
よ
る

「
在
宅
医
療
の
診
療
報
酬
体
系（
総

論
）」
の
講
義
が
行
わ
れ
、
在
宅

医
療
の
流
れ
・
全
体
像
が
示
さ
れ

た
。
最
後
に
、
土
谷
明
男
理

事
の
進
行
の
も
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
在
宅
医

療
・
往
診
の
経
験
、
在
宅
医

療
に
対
す
る
抱
負
、
在
宅
医

療
に
お
い
て
「
壁
」
と
考
え

て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
気
持
ち
を
新
た
に
明
日

か
ら
の
診
療
に
励
む
東
京

在
宅
医
療
塾
の
初
日
と

な
っ
た
。

講
義
の
合
間
に
は
、
医
療

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

配
備
し
て
い
る
在
宅
医
療
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
会
場
後
方
に

て
行
わ
れ
た
。

第
３
期
東
京
在
宅
医
療
塾

は
、
令
和
元
年
９
月
か
ら
翌

３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
土
曜

日
（
12
月
を
除
く
）、
午
後

３
時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で

全
６
回
開
催
す
る
。

令
和
元
年
度
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医

師
会
会
長
・
副
会
長
連
絡
協
議
会

が
９
月
20
日
（
金
）
に
都
内
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
の
研
修
会
で
は
、「
熱

中
症
の
病
態
と
対
策
丨
オ
リ
パ
ラ

２
０
２
０
東
京
に
向
け
て
丨
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

演
者
は
三
宅
康
史
帝
京
大
学
医
学

部
救
急
医
学
講
座
教
授
・
帝
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
っ

た
。
熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
原
因

は
①
環
境
、
②
身
体
、
③
行
動
の

３
因
子
で
あ
る
。
熱
中
症
の
応
急

処
置
は
水
分
補
給Fluid

、
冷

却Icing

、
安
静Rest

、
通
報

Emergency

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

頭
文
字
を
と
っ
て
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
と
呼

び
印
象
づ
け
た
。
ま
た
講
演
の
中

で
は
、熱
中
症
の
症
状
・

重
症
度
・
治
療
・
臨
床

症
状
か
ら
分
類
し
た
ス

ラ
イ
ド
（
左
表
）
に
つ

い
て
丁
寧
な
解
説
が

あ
っ
た
。

第
２
部
の
懇
談
会
で

は
、
当
番
医
師
会
の
指

田
淳
西
東
京
市
医
師
会

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ

の
よ
う
に
一
堂
に
会

し
、
親
交
を
深
め
て
、

多
摩
地
域
を
信
頼
で
き

る
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
都
医
か
ら

の
来
賓
者
を
代
表
し
て

平
川
博
之
副
会
長
が
挨
拶
し
た
。

平
川
副
会
長
は
、「
高
齢
者
に
よ

る
自
動
車
事
故
が
問
題
視
さ
れ
、

認
知
症
の
有
無
を
基
準
に
免
許
証

が
失
効
さ
れ
て
い
る
。
運
転
に
関

し
て
は
運
動
・
聴
力
な
ど
の
身
体

的
運
転
技
能
が
低
下
し
て
も
危
険

で
あ
る
。
一
方
、免
許
の
返
納
後
、

要
介
護
状
態
や
認
知
症
の
発
症
率

が
高
く
な
る
こ
と
も
実
証
さ
れ
て

お
り
、
単
純
な
問
題
で
は
な
い
。

運
転
寿
命
の
延
伸
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
福
祉
資
格

者
、
准
看
護
師
の
減
少
の
問
題
も

残
さ
れ
て
い
る
。待
遇
を
改
善
し
、

魅
力
あ
る
職
種
に
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
真
鍋
勉
代
議
員
会
議
長
は

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

日
本
チ
ー
ム
は
ワ
ン
チ
ー
ム
の
心

を
強
く
持
ち
快
進
撃
が
続
い
て
、

日
本
中
に
勇
気
を
与
え
て
い
る
。

医
師
会
活
動
に
も
共
通
す
る
精
神

だ
」
と
述
べ
た
。

乾
杯
の
後
、
和
や
か
な
懇
談
が

続
き
、恒
例
の
集
合
写
真
撮
影
後
、

閉
会
と
な
っ
た
。

第
１
回 

在
宅
医
療
は
じ
め
の
一
歩

第
３
期「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

オ
リ
パ
ラ
東
京
大
会
に
向
け
て
の

ワ
ク
チ
ン
対
策
緊
急
会
議

特別講演の中野教授

グループワークの様子

受講者の集合写真

【
東
京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東

京
在
宅
医
療
塾
」】

https://www.tokyo.m
ed.or.jp/

zaitakuiryoujuku

日本救急医学会熱中症分類 2015

多
摩
ブ
ロッ
ク
医
師
会
会
長
・

副
会
長
連
絡
協
議
会

令
和
元
年
度

参加者による集合写真

症状
重
症
度

治療
臨床症状
からの
分類

Ⅰ度
（応急処置と

見守り）

めまい、立ちくらみ、生あくび、
大量の発汗、筋肉痛、筋肉
の硬直（こむら返り）、意識
障害を認めない（JCS=0）

通常は現 場で対応
可能
➡冷所での安静、体
表 冷 却、経口的に
水分と Na の補給

熱けいれん
熱失神

Ⅱ度
（医療機関へ）

頭痛、嘔吐、倦怠感、虚脱感、
集中力や判断力の低下

（JCS ≦１）

医療機関での診察
が必要
➡体温管理、安静、
十分な水分と Na の
補給（経口摂取が困
難なときには点滴に
て）

熱疲労

Ⅲ度
（入院加療）

下記の３つのうちいずれか
を含む

（C）中枢神経症状（意識障
害 JCS ≧ 2、小脳症状、痙
攣発作）

（H/K）肝・腎機能障害（入
院経過観察、入院加療が必
要な程度の肝または腎障害）

入院加療（場合によ
り集中治療）が必要
➡体温管理（体表冷
却に加え体内冷却、
血管内冷 却などを
追加）
　呼吸、循環管理

DIC 治療

熱射病

（D）血液凝固異常（急性期
DIC 診断基準（日本救急医
学会）にて DIC と診断）
⇒Ⅲ度の中でも重症型

Ⅲ度か否かは救
急隊員や、病院
到着後の診察 ･
検査により診断
される

Ⅰ度 の 症 状 が
徐々に改善して
い る 場 合 の み、
現場の応急処置
と見守りで OK

Ⅱ度の症状が出
現したり、Ⅰ度
に改善が見られ
ない場合、すぐ
病院へ搬送する

（周囲の人が判
断）
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東
京
都
で
は
、
よ
り
早
期
に
難

病
の
診
断
・
治
療
が
可
能
と
な
る

医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
目
的
と

し
て
、「
東
京
都
難
病
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
実
施
要
綱
」
に
基

づ
き
、
平
成
30
年
４
月
に
東
京
都

難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院
（
11
カ

所
）
お
よ
び
東
京
都
難
病
医
療
協

力
病
院
（
41
カ
所
）
を
指
定
し
、

難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
拠
点
病
院
お
よ

び
協
力
病
院
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
力
を
入
れ
て
い
る
疾
患
群
や

難
病
に
係
る
専
門
外
来
な
ど
、
医

療
機
関
が
患
者
さ
ん
を
紹
介
す
る

に
当
た
っ
て
有
用
な
診
療
機
能
情

報
を
集
約
し
ま
し
た
（
図
１
）。

今
般
、
そ
の
情
報
に
基
づ
き
、

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
向
け
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院

内
）
を
介
し
た
医
療
機
関
情
報
の

提
供
を
開
始
し
ま
す
。

医
療
機
関
情
報
の
提
供
の
依
頼

は
、
依
頼
票
に
よ
り
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
（
図
２
）。

依
頼
票
は
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ご
依
頼
い
た
だ
い
た
場
合
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
で
内
容
を

確
認
し
、
該
当
す
る
病
院
の
診
療

科
・
専
門
外
来
名
、
予
約
窓
口
、

予
約
方
法
等
を
記
載
し
た
「
回
答

票
」
兼
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
依
頼
元
医
療
機
関
に
お
送

り
し
ま
す
。

情
報
提
供
を
受
け
た
病
院
の
う

ち
、
実
際
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
さ

れ
た
病
院
名
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

票
に
よ
り
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
こ
の
事
業
が
か

か
り
つ
け
医
と
拠
点
病
院
・
協
力

病
院
と
が
連
携
す
る
契
機
と
な

り
、
よ
り
早
期
に
難
病
の
診
断
・

治
療
が
可
能
と
な
る
医
療
提
供
体

制
の
構
築
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【問い合わせ先】
○メールの場合
難病医療ネットワーク事務局
tyonanbyorenkei@juntendo.ac.jp
○ファクシミリの場合
東京都福祉保健局 疾病対策課
FAX：03-5388-1437
TEL：03-5320-4471

東
京
都
難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

医
療
機
関
情
報
の
提
供（
か
か
り
つ
け
医
向
け
）の

開
始
に
つ
い
て

図1　難病医療ネットワークにおける医療機関情報の提供について

図2　医療機関情報の提供 手順フロー

検 索東京都難病医療ネットワーク
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赤
坂
や
六
本
木
な
ら
と
も
か

く
、
都
下
の
町
田
市
に
モ
ノ
マ

ネ
芸
人
の
シ
ョ
ー
も
楽
し
め
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
の
は
驚
き

で
あ
る
。そ
の
名
は
海
賊
バ
ル
・

ジ
ー
ニ
ー
ズ
。
外
観
は
、
大
き

な
海
賊
船
が
街
の
中
に
乗
り
上

げ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
内

部
は
ま
る
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
「
カ
リ
ブ
の
海
賊
」
に
い

る
か
の
よ
う
だ
。

こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
建

設
会
社
の
社
長
で
あ
り
、
近
藤

春
菜
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
モ
ノ
マ

ネ
で
知
ら
れ
る
芸
人
で
も
あ

る
。
彼
の
ブ
ロ
グ
に
よ
る
と
年

間
１
３
０
日
く
ら
い
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
通
っ
て
い
る
と

い
う
ほ
ど
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
好
き

で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
彼
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
れ
ば
、
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
お
お
か
た
想
像
が
つ

く
だ
ろ
う
。
料
理
は
肉
料
理
が

メ
イ
ン
で
、
牛
ハ
ラ
ミ
ス
テ
ー

キ
や
Ｔ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
が
人

気
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
材
料
を
使
っ
た
ア
ヒ
ー
ジ
ョ

や
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
グ
リ
ル
も
な

か
な
か
美
味
し
い
。

一
方
、
シ
ョ
ー
パ
ブ
は
店
の

２
階
に
あ
る
の
だ
が
、
い
っ
た

ん
外
に
出
て
裏
に
回
り
、
隠
れ

家
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
入
っ
て

い
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
知
ら
な

け
れ
ば
と
て
も
入
れ
な
い
、
知

る
人
ぞ
知
る
お
店
な
の
だ
。

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
は
、
モ
ノ
マ
ネ

を
中
心
と
し
た
多
彩
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
腹
を

抱
え
て
笑
い
っ
ぱ
な
し
の
時
間

が
過
ぎ
て
い
く
。
こ
こ
で
も
食

事
は
で
き
る
が
、
食
べ
物
に
目

を
や
る
時
間
は
な
い
の
で
、
飲

み
物
だ
け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
っ
ぷ
り
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

�

（
町
田
市
医
師
会
・
山
下
弘
一
）

140厚
生
労
働
省
は
２
０
２
０
年
度

に
、
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
「
フ

レ
イ
ル
健
診
」
を
導
入
す
る
と
報

道
さ
れ
た
。

政
府
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
１
９
」
で
、

次
世
代
を
含
め
た
す
べ
て
の
人
の

健
や
か
な
生
活
習
慣
形
成
、
そ
し

て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
重
点
項
目

に
掲
げ
、
介
護
予
防
と
フ
レ
イ
ル

対
策
を
柱
の
一
つ
に
位
置
付
け

た
。
我
々
医
師
は
日
常
診
療
の
中

で
、
栄
養
摂
取
量
の
不
足
・
筋
力

の
低
下
を
予
防
す
る
食
事
・
運
動

療
法
に
加
え
て
、
社
会
性
虚
弱
を

防
ぐ
た
め
に
、
い
か
に
地
域
の

人
々
の
社
会
参
加
を
促
す
か
が
重

要
で
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
は
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
「
社
会
全

体
で
健
康
に
な
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
狛
江
市
医
師
会

は
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
重
視

し
、
行
政
と
協
働
し
て
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
体
育
協
会
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
中

学
校
、
看
護
学
校
な
ど
に
も
呼
び

か
け
て
き
た
。
特
に
、
毎
年
開
催

す
る
市
民
講
座
に
注
力
し
て
い

る
。
認
知
症
、
フ
レ
イ
ル
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
過
去
に
は
東
大
の
飯

島
勝
矢
教
授
、
千
葉
大
の
横
手
幸

太
郎
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、

５
０
０
人
前
後
の
市
民
が
参
加
し

た
。
そ
の
際
は
、
狛
江
市
立
狛
江

第
二
中
学
校
や
慈
恵
第
三
看
護
専

門
学
校
の
生
徒
と
共
に
参
加
者
全

員
で
合
唱
（「
ふ
る
さ
と
」「
赤
と

ん
ぼ
」「
紅
葉
」「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」）
し
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
の
多
胡
肇
先
生
の
号
令
で
、

参
加
者
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
も

行
っ
た
。
高
齢
世
代
が
若
い
世
代

と
共
に
過
ご
し
活
気
を
得
る
だ
け

で
な
く
、
核
家
族
化
が
進
む
現
代

に
お
い
て
、
若
い
世
代
が
高
齢
世

代
と
関
わ
る
こ
と
へ
の
反
響
も
大

き
く
、
例
年
大
盛
況
と
な
っ
て
い

る
（
写
真
１
、
２
）。

こ
れ
か
ら
も
、「
み
ん
な
で
一

緒
に
よ
く
学
び
、
よ
く
歌
い
、
よ

く
体
を
動
か
す
」場
を
、

医
師
会
が
中
心
に
な
る

市
民
講
座
を
開
催
す
る

だ
け
で
な
く
、
医
師
会

員
が
積
極
的
に
出
向
い

て
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
（
写
真
３
）。

高
齢
者
の
生
き
が
い

と
、
若
い
世
代
の
生
き

る
力
を
支
援
す
る
場
を

提
供
し
、「
社
会
全
体

が
健
康
に
な
る
」
一
端

を
担
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

み
ん
な
で一緒
に
よ
く
学
び
、

よ
く
歌
い、よ
く
体
を
動
か
す

 

〜
狛
江
市
医
師
会
市
民
講
座
〜

�

狛
江
市
医
師
会�

理
事
　
染
谷
泰
寿

趣 味 の 散 歩

料理もショーも楽しめる
バル

海賊バル・ジーニーズ

　

外
来
診
療
を
し
て
い
る
と
、患
者
さ
ん
か
ら「
膝
が
痛
く
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
い
る
が
、
全
く
良
く
な
ら
な
い
」と
か
、「
歩
け
と

言
わ
れ
て
も
、
腰
が
痛
い
か
ら
整
体
に
通
っ
て
い
る
」と
い
っ
た

訴
え
を
、
割
と
頻
繁
に
耳
に
す
る
。

　

本
書
は
い
わ
ゆ
る
難
病
が
多
く
を
占
め
る「
神
経
・
筋
疾
患
」

を
対
象
に
、
そ
の
進
行
を
い
か
に
抑
え
、
も
し
く
は
日
常
生
活
の

動
作
を
改
善
さ
せ
る
か
、
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
病
態

は
非
常
に
難
治
で
進
行
性
の
も
の
が
多
く
、
根
本
的
治
療
は
不
可

能
で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
量
の
維
持

は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
常
の
活
動
量
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
高
齢
者（
恐
ら
く

は
生
活
習
慣
病
を
抱
え
た
）の
、
運
動
処
方
の
一
助
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
常
診
療
に
お
い
て
大
変
困
難
を
極
め
る
神

経
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
に
運
動
を
勧
め
る
際
に
も
参
考
と

な
る
１
冊
で
あ
ろ
う
。

発
行
▼
丸
善
出
版　

価
格
▼
３
５
０
０
円（
税
別
）

極めに・究める・
神経筋疾患
石黒幸治 著・相澤純也 監修

モノマネ芸人としても活躍中の店主

知ってますか？

主にマダニを媒介し、イヌ・ネコ・
シカなど多くの哺乳類に感染す
るウイルス。感染したペットを介
したヒト感染の可能性も指摘さ
れている。感染すると発熱・衰
弱等に加え、血小板減少等の所
見もみられる重症熱性血小板減
少症候群（SFTS）を呈する。平
成29年に千葉県で飼育イヌ・ネ
コから検出された事例があり、
今後獣医連携が重要視される。

SFTSウイルス

（写真１）狛江市医師会市民講座（2018年9月） 慈恵第三看護専門学校学生と合唱

（写真２） 狛江市医師会市民講座（２０１８年9月） 全国ラジオ体操連盟 多胡肇先
生、慈恵第三看護専門学校学生とラジオ体操

（写真３） 狛江市シルバー人材センター 定時社員総会（2019年
6月） 全国ラジオ体操連盟 藤元直美先生とラジオ体操

健康保険や他の国保組合に加入している方を除き、
同一世帯の家族の方は、区市町村国保に加入できません。

ぜひ医師国保に加入してください。
詳しい内容、申請方法はホームページをご覧ください。

www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保からのお知らせ
家族の加入について

～住民票で同一世帯の家族の方は、「全員一緒」に加入してください～

東京都医師国民健康保険組合 ☎ 03-3270-6433 （業務課）
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豊田彰二渋谷区医師会

　私のクリニックは公園通りの途中にあり、今年になって1月に区役所、5月
に公会堂、11月にPARCOができ、少し落ち着くのかな？と思っています。し
かし仕事上、センター街を通り抜けることも多く、現代の人々のスマホに支配
された行動に毎回、あきれています。赤信号なのに止まらずスマホを見続け、
クラクションを鳴らされて驚く人々、前から歩いて来る人にぶつかっても何も
いわず、ずっとスマホを見ている人、はやりの日傘をして前から歩いて来る人
に傘の先がぶつかっても平気な人、枚挙にいとまもありません。いったい人々
はどうなってしまったのでしょう？
　以前、私は自転車通勤での危険な例を書いた覚えがありますが、玉川通りの
渋谷駅付近を下って来る道を自動車で40㎞で走っていると、それより速いス
ピードの自転車に右から抜かれました。私がブレーキを踏まなければ自転車と
ぶつかるところでした。クラクションを鳴らすと、こっちをにらみつけ、何か
怒鳴っています！自己の非を認めず、注意されるとキレる。まさに現代の人々
の典型です。これで私はドライビングレコーダーを装着しました。もしも事故
を起こしたら、たとえ自転車が悪くても自動車には安全運転義務があり必ず罪

にとわれます。私の患者さんで駅前のスクランブル交叉点で歩行者にぶつけら
れ転倒して手首を骨折した人、自転車にぶつかり背骨を圧迫骨折した人がいま
す。どちらもあて逃げでした。泣き寝入りです。いったい親切でやさしい日本
人はどこに行ってしまったのでしょう？
　もちろん渋谷だけではありません。私の住んでいる世田谷の静かな住宅街で
夜中すぎに愛犬とワンワンパトロールをやっていますが、危険な遊歩道を深夜、
若い女性が歩いていて、「ここは道が暗いので明るい道を選んでくださいね」と
やさしく注意すると、ごく普通に見える若い女性が「うるせえ、くそじじい！」
と叫んで行ってしまいました。それ以来、私はヘタに注意することはやめて（も
ちろん町内会の防犯のカッコと電気もつけていますが…）何かあればスマホで
警察に連絡することに決めました。情けない話ですね。どうか皆様もお気をつ
けて、すぐキレる人に御注意を。また自分も怒りっぽくならない、人を思う気
持ちを持ち続けたいものだと願っております。
� （渋谷区医師会会報�令和元年8月号から抜粋）

益々劣化する人々の思いやる心
ふれあいポスト 各地区会報から

鶴田晋佑中野区医師会

　いつも大変お世話になっております。つるた鷺ノ宮クリニック院長の鶴田晋
佑です。
　当院は開院して3年目の秋を迎え、地域の患者様も増え、訪問診療も開始さ
せていただくなど、ますます充実した診療をさせていただいております。
　ひとえに医師会員の皆様をはじめ地域の皆様のご協力の賜物であり、本当に
感謝しております。
　さて今回は私の『大じまん小じまん』ということで、考えてみましたが、趣味
もない私に全く思いつかず、自慢できること、何もないなあ…ということに改
めて気づかされました。そんな中、思いついたのが苦労自慢です。
　最近の私の関心事は、もちろん仕事もさることながら、子育てが大きな割合
を占めています。実は昨年2月に娘を授かり、現在1歳半となりました。右も
左もわからない中、初めての子育てに夫婦ともども日々悪戦苦闘しております。
　また、妊娠出産は私たち夫婦にとって大変衝撃的な経験でした。今回は苦労
自慢として娘の誕生を振り返りながらご紹介させていただきたいと思います。
　妻の妊娠は一昨年の初夏に発覚しました。診療終了後に妻がクリニックに
やってきて、突然号泣するので何事かと思えば、「妊娠した！」との報告でした。
夫婦ともに待ち望んだ妊娠だったので、飛び上がって喜んだのを覚えています。
　そんな矢先、妻がひどい嘔気と食欲不振におそわれ、つわりが始まりました。

みるみる痩せていく妻の尿検査は当然のごとくケトン体陽性の判定。連日自宅
で妻に点滴をして乗り切りました。
　妊娠5か月頃、安定期に入り一安心と思っていたら、今度は「なんか…下腹部
が張る、痛いような気がする」との妻の訴えに産婦人科を受診すると、切迫早
産の診断となり今度は自宅安静の指示がでました。出産満期になるまで妻はウ
テメリンを内服し続けました。安静といわれても外来を休むわけにはいかず、
当時妻が外勤をしていた病院まで週2回、片道1.5時間をかけて車で送り迎え
をしました。早産になってしまうのではないかとひやひやの毎日でした。
　そしてなんとか無事迎えた出産予定日。その日は、なぜか異常ともいえるほ
ど忙しく、クリニックは満員御礼でした。
　出産予定日にもかかわらず、混雑のため妻もクリニックに出ておりました。
しかし午後の外来中に突然「ごめん、おなか痛い、帰る！」と。後から聞けば、
その日は朝から下腹部痛があったとのこと。なぜもっと早く言わなかったか問
うと「食べ過ぎておなかの調子が悪く、その痛みだと思っていた…」とのこと。
あきれた妊婦です。
　妻の心配をしつつ診療を終え帰宅すると、妻が腹痛で七転八倒しておりまし
た。あわてて連絡をし、車で病院に向かいます。
　病院に着くとすでに有効陣痛となっており、即入院。痛みは徐々に増してい
くようで、いつもからは想像できないような様子で唸る妻。私も必死に背中を
さすったり、うちわであおいだり、水を飲ませたりしました。痛みは増すものの、
出産はなかなか進行せず、朝を迎え、かれこれ病院についてから12時間以上経っ
ておりました。助産師さんいわく、子宮口はまだ全開していないとのこと。時
間がかかりすぎでないか？と不安になる中、ときおり胎児心拍が急激に上昇し、
思考はどんどん悪い方向に向かいます。胎児が苦しんでいるのではないか、妻
に万一のことがあったらどうしよう…。
　どんどん時間が過ぎ午後4時、妻は痛みと疲れがピークとなり涙目で「カイ
ザーじゃだめかな？」と。医師に聞いてみましたが、「適応ありませんよ」とバッ
サリ。
　しかしなかなか進行しない出産に最後には陣痛促進剤を使用することに。妻
いわく「尋常でない痛み」に耐え、午後5時ついに分娩台にあがりました。ここ
からは正直夫の出る幕はなく、ただ妻の隣でおろおろするばかり。そんなこん
なで赤ちゃんに会えたのは夕方の6時過ぎでした。陣痛初来から26時間超の長
い長い出産でした。
　取り上げられた赤ちゃんを私は真っ先に見ることができました。正直、自分
に似ていると思いました。妻に似ればよかったのに…と一瞬思いましたが、と
もあれ、自分の子どもが生まれたという体験はなんとも不思議なものであり、
生命の神秘を感じずにはいられませんでした。
　こうやって振り返ると、苦労自慢というか、単に子どもが生まれた自慢になっ
てしまいました。
　今後も父親として医師として、精一杯頑張っていこう！と娘の寝顔を見なが
ら考える、今日この頃です。� （中野区医師会新聞�No.616から抜粋）

私たちの妊娠出産苦労自慢

高原の秋� 豊島区医師会  福原 豪
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　冬の食中毒の原因物質を見てみると、多くがノロウイルスに
よる食中毒である。この食中毒は1年を通して発生しているが、
感染症も含め特に冬は注意が必要な季節である。
　ノロウイルス食中毒といえば、原因食品としてカキ等の二枚
貝が思い浮かぶかもしれないが、多くの発生要因は調理従事者
が原因となっている。（図）
　食中毒の対策として、カキ等特定の原因食品の管理や食材等
の衛生的な取り扱いも大切であるが、加えて食品に関わる従事
者の健康管理や感染防止のための一般衛生管理の徹底が重要と
なる。
　今更であるが、やはり手洗いは基本中の基本である。そこで、
食品安全委員会の「食品健康影響評価のためのリスクプロファ
イル～ノロウイルス～」のデータを引用させていただいた。（表）
　このデータを見るにつけ、しっかり手を洗うことはもちろん、
二度洗いの大切さも感じてほしいところである。（文責：永渕恒幸）

無 声 拝 聴 冬の食中毒対策（ノロウイルスを中心に）リアルワールドデータ

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先（公財）日本国際医学協会事務局 TEL：03-5486-0601 E-mail：admin@imsj.or.jp

日時▶11月21日（木）17時～20時　会場▶学士会館2階 202号室
〔第1部〕　石橋記念講演▶「造血系に対するゲノム編集技術の現状と課題」ベッカー ハンス 次郎（東
京大学医科学研究所幹細胞生物学分野 大学院博士課程）
〔第2部〕　講演▶①「医師の働き方改革」迫井正深（厚生労働省 審議官）②「医師が効率よく働くため
に必要なこと」天野 篤（順天堂大学医学部心臓血管外科 主任教授）③「医療機関における働き方改革」
裵 英洙（ハイズ株式会社 代表取締役社長／慶應義塾大学 特任教授）
〔第3部〕　感想▶「国際情勢の読み方 ― 北朝鮮、中国、米国」藤崎一郎（一般社団法人 日米協会 会長
／公益財団法人 中曽根平和研究所 理事長）
会費▶維持会員／賛助会員5,000円、非会員7,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（カリキュラムコード：6、7、10）、（公財）日本薬剤師研修セ
ンター認定薬剤師制度1単位

第59回 国際治療談話会 総会 「医療人の働き方改革／ワークライフバランス」

問
合
先 板橋区医師会事務局　URL：http://www.itb.tokyo.med.or.jp/gakkai

〔演題発表・教育講演〕申込不要　日時▶12月7日（土）13時30分～18時
会場▶板橋区立文化会館2F小ホール他　対象▶医療関係者、介護関係者
プログラム
■医療・介護に関する一般演題、要望演題、ポスターセッション 演題計92題
■教育講演｢かかりつけ医の感染対策｣松永直久（帝京大学医学部附属病院感染制御部 部長）
取得単位▶日医生涯教育1単位（カリキュラムコード：7、8）
〔区民公開講座〕　日時▶12月8日（日）開場9時40分／開演10時
会場▶板橋区立文化会館大ホール　対象▶区民　参加費等▶無料、定員1200名
申込▶参加ご希望の方は医師会ホームページ申込みフォーム
（http://www.itb.tokyo.med.or.jp/gakkai/kouza）よりお申し込みください。
申込締切▶11月末日（ただし、定員になり次第締切）
プログラム
■東京都相互理解のための対話促進支援事業「医療情報の入手方法」
■映画「そして父になる」
■ 特別講演「医療的ケアがあっても安心して暮らせる社会を目指して」内多勝康（国立成育医療研究セン
ターもみじの家ハウス マネージャー）
■シンポジウム1「ネット依存・ゲーム障害の現状と対処」
■シンポジウム2「すくすく、のびのび、安心子育て」

第24回板橋区医師会医学会
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　私どもの医師会が存在する江戸川区は、東京都の最東部に位
置しており、東西8㎞・南北13㎞で49.09㎢の面積を有す緑豊
かな街です。
　江戸川区医師会は、昭和22年12月8日に設立されて以来、
約70年、地域医療・地域福祉の担い手として、区民の健康増進・
介護予防など幅広い活動を行ってまいりました。
　高齢者人口の急増に適切に対応するため、在宅医療・介護連
携を中心とした地域包括ケアシステムを積極的に推進するとと
もに、行政と緊密な連携を図り、予防医学を軸としてかかりつ
け医や関連団体とも協力し、各種事業を的確に進めているとこ
ろでございます。
　そんな中、昨今、いろいろと考えさせられることが多々あり
ます。それは、地球温暖化の影響でしょうか、日本はもとより
全世界で起こっている異常気象による災害と、2025年に団塊
の世代が75歳を迎える、いわゆる2025年問題への対応です。
　まず、記憶に新しいところでは、令和元年9月9日に台風15
号によります影響で、関東地方、特に千葉県を中心に風水害に
よる甚大な被害が発生しました。
　さらに、令和元年10月12日から13日にかけて台風19号に
よる影響で、史上最多となる13都県で大雨特別警報が発令され
るなど、東海から東北を中心に日本列島の各地に広い範囲で記
録的な大雨や暴風・高潮などで71の河川・135カ所の堤防が決
壊し甚大な被害をもたらしました。
　50年・100年に一度と言われる大雨の凄まじさをまざまざと
見せつけられた思いでありました。
　そこで、「いざという時のために、大地震等の災害に備える」
ことの大切さを改めて痛感しているところでございます。
　江戸川区医師として、平成23年3月11日に発災した東日本
大震災の未曽有の被害を教訓として、今後の震災等に備え、発
災時に適切に対応するための方策を検討することになり、災害
対策特別委員会を設置いたしました。
　いつ何時、発生するかもしれない災害に備えるため、それま
での災害医療体制を見直し、災害時に江戸川区民すべての人々
が安全で安心して確実な医療を受けられるよう、平成26年6月
に「江戸川区医師会災害時行動マニュアル」を発刊しました。
　このマニュアルは、令和になって、2度目となります改訂を
行いました。今回の主な改正点の大きな特徴は、大規模水害時
の行動マニュアルを新たに追録したことです。
　江戸川区は、海抜0メートル地帯の面積が区の陸域の7割を
占め、災害の歴史の中では水との闘いであったと言われており、
古くは昭和22年9月のカスリーン台風や昭和24年8月のキティ

台風での被害などに代表されます。
　近年では冒頭で申し上げた地球温暖化をはじめとする気候変
動で、全国でも集中豪雨や大規模な台風が多数発生するなど、
豪雨等の被害は日本列島に大きな爪痕を残すことになりました。
　この度の改訂にあたり、大規模水害時の行動マニュアルを編
纂することができまして、大地震による災害対策に加え、大規
模水害への備えも網羅することができましたことは、大変意義
深いことだと考えております。
　災害の備えにはこれで良いという限りはありません。日々変
化する災害の状況や、医師会の果たす役割の変化に的確な対応
を図っていかなければならないという強い使命感を持つことが
大切であると考えます。
　次に、2025年問題です。2025年になりますと団塊の世代が
75歳を迎え、その人数は約800万人と言われており、後期高齢
者の人口も2,200万人を超えると予想されております。
　2007年に始まった超高齢社会にますます拍車がかかることに
なり、医療現場だけではなく社会全体に多大な影響を及ぼすこと
が懸念されております。
　若い世代の減少に伴う少子高齢化が加速いたします。このこ
とにより、これまで国を支えてきた団塊の世代が給付を受ける
側に回るため、介護・医療費などの社会保障費の急増が大きな
社会問題となることが推測されます。
　若い世代の人口が減少するということは、労働力も減少する
ことにつながります。医療業界においても多分に漏れず、病院
数の減少や医師不足といった大きな影響が出る恐れがあります。
　後期高齢者の増加は介護や医療へのニーズが高まることにつ
ながり、認知症を患う患者さんも今までより増加することが予
想されます。介護と医療が手を携えあってどう連携していくか
が問われることになります。
　今後、地域社会において医師会が持つ機能を最大限に活用し、
その役割を明確に果たすことこそが、今も、これからも求めら
れているのだと思います。災害への備えもしかり、2025年問
題においても、その取り組み・対応にゴールはありません。常に、
行政はもとより、医療関係団体や介護事業所などとの緊密な連
携を強化して、その時代の要請に柔軟に的確に取り組める体制
を構築することが、これからやってくる困難な課題に適切に対
応できる最も重要なファクターではないかと考えます。
　これからも、地域医療の現場での地区医師会の役割を明確に
果たしていくつもりです。皆様のお力添えをお願い申し上げ私
の一言とさせていただきます。

地区医師会長からの一言
今思い、今感じること！
江戸川区医師会長　山上惠一
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